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新発見！伏見城城下町「正宗」の武家屋敷

(財 )京都市埋蔵文化財研究所　モンペティ恭代

はじめに

京都市伏見区桃山町正宗において発掘調査を平成 24 年（2012）に行いました。当地は周知の遺

跡である伏見城にあたり、絵図や地名・文献史料などから、伊達政宗の伏見上屋敷とその北に築か

れた伏見城惣構えの土塁があった場所と推定されます。

調査期間は 2012 年 11 月 12 日から 12 月 15 日の１ケ月間で、調査区を斜面地と平坦地の２地区

に設定して行いました。調査面積は合計 282 ㎡でした。

伏見城の歴史

伏見城は、天下人となった豊臣秀吉が文禄元年（1592）、指月の丘（現在の観月橋団地一帯）に

隠居屋敷を造営したことから始まり、江戸時代初めの元和９年（1623）に廃城となります。安土桃

山時代から江戸時代へと大きな時代の変化と共に歩んだ伏見城の 31 年。ここでは４期に分けて考

えていきます。

第１期（豊臣期指月屋敷）1592 ～ 1594 年

関白の座を秀次に譲った秀吉が「指月の丘」に隠居屋敷を築きました。隠居所として構想された

ため、規模はあまり大きくなかったとされます。

第２期（豊臣期指月城）1594 ～ 1596 年

淀殿が秀頼を産んだため、これまでの構想を修正し、屋敷を大きく拡張して城とします。文禄４

年（1595）、秀次を自殺に追い込み、聚楽第を破却、その建物の多くを伏見城に移築します。文禄

５年（1596）には文禄の役を終結させるために明からの使者が来日することになり、これを迎える

ため、豪華絢爛な城郭へと改修します。ところがこの城は、使者を迎える寸前に大地震により倒壊

してしまいます。

第３期（豊臣期木幡山城）1596 ～ 1600 年

秀吉は大地震の翌日から指月の丘北側の木幡山に大規模な城郭の再建を開始します。この城は翌

慶長２年（1597）には完成します。この城の本丸・天守閣は現在の明治天皇伏見桃山陵の北側あた

りになります。秀吉はこの城で慶長３年（1598）に亡くなります。秀吉没後は、伏見城は実質的に

徳川家康の支配下におかれます。慶長５年（1600）の関ヶ原の戦いの前哨戦では石田三成率いる西

軍の猛攻を受け、ほとんどの建物が焼失してしまいます。

第４期（徳川期木幡山城）1600 ～ 1623 年

戦の後、ただちに家康は伏見城を再建し、慶長８年（1603）、ここで征夷大将軍の宣下を受けて

います。慶長 10 年（1605）３月に朝鮮使節と会見し、文禄・慶長の役で関係が悪くなっていた朝

鮮と和議を成立させました。同年４月、秀忠が将軍の宣下を受けたのもこの城でした。そして元和

元年（1615）、大坂夏の陣で豊臣氏が滅亡。しばらくは二条城が儀典用、伏見城が居館用として利

用されていましたが、一国一城令の主旨から、伏見城の廃城が決まりました。元和９年（1623）、

家光の三代将軍宣下を最後の行事として廃城となります。伏見城天守閣の廃材は二条城や福山城・

淀城に移築されたということです。

その後、伏見の町は城郭と大名屋敷はなくなってしまうものの町人住居域は維持され、京都と大

坂を結ぶ交通運輸の拠点として幕府の直轄地となります。江戸時代を通じ、商業都市として発展を

果たしました。城のあった木幡山には桃の木が多数植えられため、桃山と呼ばれるようになりまし

た。現代、私たちが見る伏見桃山城は昭和 39 年（1964）に建てられた鉄筋コンクリート造であり、

その位置も本来の天守閣の位置から、かなりずれた場所にあります。

期 仮称 年 場所 できごと

第１期 豊臣期指月屋敷 1592 ～ 1594 指月の丘
隠居屋敷として構想、城郭
風邸宅。秀頼誕生。

第２期 豊臣期指月城 1594 ～ 1596 同上
構想を修正、大改造。秀次
自刃。聚楽第破却。指月城、
大地震で全壊。

第３期 豊臣期木幡山城 1596 ～ 1600 木幡山
秀吉最晩年過ごす。秀吉没
後、家康入城。関ヶ原の前
哨戦で焼失。

第４期 徳川期木幡山城 1600 ～ 1623 同上
家康、将軍宣下。大坂の陣
で秀忠の陣。秀忠、家光、
将軍宣下。廃城。

表１伏見城の歴史
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伏見城城下町と惣構え

伏見城城下町は、桃山丘陵西麓を中心に町割りが行われ、堀と土塁からなる惣構えで囲まれてい

ました。惣構えは第２期伏見城期には完成していたとされます。あわせて、伏見港の整備や宇治川・

巨椋池の改修も行われました。城下町には武家屋敷が多数造営され、有力大名の屋敷は城郭周辺に

集められました。町人の居住区は京町通、両替町通を中心に配置され、その西側には寺社が配置さ

れました。伏見城と城下町に関しては、近世に入って多くの絵画史料（絵図）が描かれています。

現代の地図と絵図を重ね合わせると、今回の調査地は「仙臺中納言正宗」または「伊達越前守」な

どの名が記された場所にあたります。現地名（桃山町正宗）からも測り知れることですが、調査地

は伊達政宗の伏見上屋敷が想定される場所です。

調査地周辺では、現代でも惣構えの土塁と堀の段を地形として確認することができます。山田邦

和同志社女子大学教授は、現代の地図上に土塁と堀を重ね合わせた図を作成しています
　（＊１）

。復元図

によると、調査地１区に現認できる斜面は、基底部の幅が約 18 ｍある土塁の南斜面にあたります。

＊１　山田邦和　「伏見城とその城下町の復元」『豊臣秀吉と京都』　日本史研究会 2001 年

図１　周辺の調査地点および伏見城惣構えの遺構（１：8,000）

周辺の調査

調査地周辺での主な発掘調査の成果には、№４地点で江戸時代の路面や町屋などを検出、№９地

点で伊達街道の交差点から東へ延びる桃山時代から江戸時代の路面・側溝・犬走り・石垣などを検

出、金箔瓦などが出土しました。№ 13 地点では伊達街道の桃山時代の路面・側溝・犬走りと武家

屋敷などを検出、土器類の他、鉄製品や弾丸、炭化したおにぎり状の炊米などが出土しました。

表２　周辺の調査一覧表
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伊達政宗と伏見城

伊達政宗と伏見城との関連を年表にまとめました。秀吉と初めて会ったのは、小田原攻めの時、

24 歳でした。秀吉は 54 歳でした。その若さと実力ゆえ、何度も窮地にたたされるのですが、非常

に巧妙に切り抜けています。これを見てみると、いかに伊達政宗が時の権力者と上手に渡りあって

いたか、よくわかると思います。

図２　秀吉・家康・政宗（イメージ）

図４　伏水桃山御殿御城之圖

（大阪府立図書館蔵）

図３　伏見御城郭并屋敷取之絵図（伏見桃山城所蔵）

図５　伏見往古圖

（大阪府立図書館蔵）

表３　関連年表
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今回の調査の成果

１区の遺構

1 区では、東側（山側）でひな壇造成された整地層と土塁（惣構え）の南斜面、井戸などを検出し

ました。

土塁 15　この土塁は、中央部から一定の単位で順次斜めに盛土を行って構築しており、裾部では

版築工法で土手を造って土留めとしている状況が認められました。また、整地層による段差斜面は土

塁構築土の下層となっており、土塁の基礎地業は土塁裾部から段差斜面下層まで一連に施されている

ことがわかりました。これは、屋敷内のひな壇造成・土塁が同時に構築されている様子を示していま

す。また、土塁の裾部で東西 1.5 ｍの範囲に平瓦を縦にし、少なくとも 10 枚以上を東西横一列に並

べた状態で検出しました。一部は２段に積んでいました。転がり落ちた状況の平瓦も６枚あり、合計

27 枚の平瓦を検出しました。法面表土の崩落防止か、何らかの目印として土塁の構築時に意図的に

並べられたものでしょう。

井戸２　直径1.9ｍの素掘りの井戸を検出しています。検出面から深さ2ｍ以上掘り下げましたが、

底面に達することはできず、安全対策上、掘り下げを止めました。この井戸から多量の瓦が出土しま

した。

　

図６　地形測量図および調査区配置図（1：1,000）

図７　１区全景（南東から）

図８　１区瓦列 10（南東から） 　図９　１区井戸２
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図 10　１区遺構平面図（1：100） 図 11　１区土塁 15 断面図（1：50）
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２区の遺構

２区では、礎石建総柱建物や、建物の一部と考えられる南北柱穴列、井戸などを検出しました。

建物１　調査区中央部で柱穴を 18 基検出しました。復元すると南北４間東西４間以上の総柱建

物となります。柱間は南北間が 1.97 ｍの等間隔です。東西間の柱間は西側２間分は 1.97 ｍ間隔、

東側２間分は 1.45 ｍ間隔。この建物は京間の１間（６尺５寸＝ 1.97 ｍ）が意識されていることが

わかります。すべての柱穴は、径５～８㎝の礫と粘質の土を交互に締め固めた壷掘り地業という工

法をとっています。堅牢に造営された大型の礎石建物であったと考えます。

柱穴列 76　調査区東部で、径約 1.0 ｍの隅丸方形の柱穴が南北に４基が並びます。この柱穴に

は礫と砂泥が交互に詰め込まれ、やはり壷掘り地業という工法をとっていました。各柱穴の間隔は

2 ｍ前後で、やはり京間の１間です。調査区内では対となる遺構はみつかりませんでしたので、東

側（調査区外）へ展開する建物と考えられます。この柱穴列 76 と建物１は重複しているため、時

期差があることがわかりますが、相互に切り合う箇所がなかったこと、時期を判定できる遺物が少

ないことから、建物の新旧関係はわかりませんでした。

井戸 75　建物１の北側で検出しました。径約 2.0 ｍの素掘りの井戸です。検出面から深さ 1.9

ｍまで掘り下げましたが底面まで到達せず、作業の安全対策上、掘り下げを止めました。

整地層　遺構面をよくみると、赤褐色粘質土に、約 14 ｍ（７間）の間隔で、灰黄色の粗砂層が

幅約 0.7 ｍで帯状、また十字状に現れます。断面を観察すると、その粗砂層は約 45 度の傾斜角で

粘質土の間に挟み込まれていました。粘質土との間に粗砂層を設けることで、水分を逃したり、土

滑りを防ぐ効果があると考えられます。また、この層が工程の単位または作業の単位なども兼ねて

いる可能性もあります。

北側の断ち割り断面に見える整地層でも固く締まった層に一定の単位で粗砂層を挟み込み、水抜

きと土滑りに備えていました。また造成は東から西へ段階的に行っていました。造成単位の先端で

は固く締めた土で約 45 度の傾斜面を形成し、その下層には掘り込み地業を行い、積み上げた土を

安定させる土留めとして機能させています。西へ西へと次の単位の整地土を積み上げて敷地全体の

斜面をひな壇造成したと考えられます。

以上のように、土塁の裾部の版築工法による土手の作事、ひな壇先端部の掘り込み地業、整地の

様子、建物の壷掘り地業といった土木工事のさまざまな工夫がなされていることがわかりました。

図 12　２区全景（北東から）

図 13　２区建物１柱穴 26・64 実測図（1：20）
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図 14　２区遺構平面図（1：1 図 15　２区北壁断面図（1：80）
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出土遺物

各遺構から出土した土器類は、すべて安土桃山時代末期から江戸時代

初期に属するものでした。少なくとも伏見城廃城の前後にはこの遺構も

廃絶していることを現わしています。

瓦に関しては、巴文軒丸瓦・唐草文軒平瓦のほかに鳥文軒丸瓦や竹の

葉文軒平瓦が出土、中には金箔を施すもの、金箔の下地である漆の残っ

ているものもありました。鳥や竹の文様は伊達家の家紋「竹に雀」を想起させるものがあります。し

かしながら、仙台城や伊達江戸屋敷の発掘調査では、家紋瓦として「三引両文」「九曜文」は報告さ

れていますが「竹に雀文」はありません。これは今後の検討課題です。

試みに、出土した鳥文軒丸瓦と竹の葉文軒平瓦を葺き上げた状態に合成復元してみると、向かいあ

う鳥に竹の葉と筍の文様が見えてきます。伊達家の複雑な家紋「竹に雀」を簡略化して表現したよう

にも見えませんか。この文様の軒瓦には金箔の残存するものがあります。伊達家上屋敷の建物の一端

を示す象徴的な遺物ではないでしょうか。

 

おわりに

調査対象地は、元和９年（1623）の伏見城廃城以降、大きな開発に遭うこともなく、耕作土で覆わ

れることによって、伏見城期の遺構が非常に良好な状態で残存していました。今回の調査で、桃山丘

陵西斜面における伏見城期の整地状況、伏見城惣構えの構築状況、伊達家に関わるとみられる建物遺

構の状況などを明確にするという大きな成果があったことを報告いたします。

　　　
　<参考 >

　　　　　　　　　　　　　　　

図 18　軒瓦葺き上げ状態復元（試案）

図 16　出土瓦 九曜文 仙台城本丸跡出土 三引両文 仙台城本丸跡出土

図 17　竹に雀文

〈参考〉

九曜紋 仙台城本丸跡出土 三引両紋 仙台城本丸跡出土


